
万国の労働者団結せよ！　万国の労働者と被抑圧民族団結せよ！
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二
月
七
日
、
朝
鮮
民
主
主
義
人
民

共
和
国
（
以
下
、
朝
鮮
）
の
国
家

宇
宙
開
発
局
は
、《
国
家
宇
宙
開

発
５
か
年
計
画
の
二
〇
一
六
年
計

画
に
従
っ
て
新
た
に
研
究
、
開
発

し
た
地
球
観
測
衛
星
「
光
明
星

４
」
号
を
軌
道
に
進
入
さ
せ
る
こ

と
に
完
全
に
成
功
し
た
》
と
発
表

し
た
。
こ
の
人
工
衛
星
の
発
射

は
、
あ
ら
か
じ
め
朝
鮮
側
か
ら
国

際
海
事
機
関
な
ら
び
に
国
際
民
間

航
空
機
関
に
通
告
し
て
い
た
も
の

で
あ
る
。

「
ミ
サ
イ
ル
」キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
の
虚
構

こ
の
朝
鮮
の
人
工
衛
星
発
射
前
の

段
階
か
ら
日
本
政
府
と
マ
ス
メ
デ

ィ
ア
は
、
二
〇
一
二
年
十
二
月
十

二
日
の
「
光
明
星
３
」
号
２
号
機

の
発
射
の
と
き
と
同
様
の
、
長
た

ら
し
い
舌
を
噛
む
よ
う
な
「
北
朝

鮮
の
『
人
工
衛
星
』
と
称
す
る
事

実
上
の
長
距
離
弾
道
ミ
サ
イ
ル
」

と
い
う
一
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
は

っ
て
朝
鮮
バ
ッ
シ
ン
グ
に
走
っ
て

い
る
。
こ
の
大
気
圏
に
再
突
入
し

た
情
報
も
な
く
、「
着
弾
点
」
も

明
ら
か
に
し
な
い
（
で
き
な
い
）

飛
翔
体
を
も
っ
て
「
弾
道
ミ
サ
イ

ル
」
と
強
弁
す
る
政
府
や
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
の
狂
騒
は
と
ど
ま
る
と
こ

ろ
を
知
ら
な
い
。
二
月
十
七
日
に

種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
か
ら
発
射

さ
れ
る
と
い
う
日
本
の
基
幹
ロ
ケ

ッ
ト
Ｈ
２
Ａ
30
号
機
（
軍
事
企
業

の
三
菱
重
工
と
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
が
共
同

開
発
）
を
日
本
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア

は
何
と
形
容
す
る
の
だ
ろ
う
。
宇

宙
の
平
和
利
用
は
国
連
安
保
理
決

議
に
は
縛
ら
れ
な
い
万
国
に
認
め

ら
れ
た
権
利
な
の
で
あ
る
。

「
制
裁
」叫
ぶ
日
米
韓
と

対
話
を
強
調
す
る
中
国 

日
米
韓
政
府
は
こ
れ
を
国
連
安
保

理
事
会
に
持
ち
込
み
対
朝
鮮
「
追

加
制
裁
」
決
議
を
引
き
出
そ
う
と

し
て
お
り
、
十
日
に
は
「
独
自
制

裁
」
と
称
し
て
、「
ヒ
ト
、
モ
ノ
、

カ
ネ
」
の
往
来
・
流
通
の
制
限
・

禁
止
（
日
本
）、
開ケ

城ソ
ン

工
業
団
地

の
操
業
中
断
（
韓
国
）
な
ど
の
措

置
を
発
表
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て

朝
鮮
政
府
は
、
十
一
日
に
開
城
工

団
を
「
軍
事
統
制
区
域
」
に
指
定

し
、
十
二
日
に
日
朝
ス
ト
ッ
ク
ホ

ル
ム
合
意
に
も
と
づ
く
特
別
調
査

委
員
会
の
解
体
を
宣
言
し
た
。

い
っ
ぽ
う
、
ア
メ
リ
カ
政
府
の
ケ

リ
ー
国
務
長
官
は
一
月
二
十
七
日

の
訪
中
に
つ
づ
き
、
二
月
十
二
日

の
ド
イ
ツ
「
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
安
全
保

障
会
議
」
の
場
で
も
王
毅
・
中
国

外
交
部
長
に
た
い
し
て
「
北
朝
鮮

追
加
制
裁
」
へ
の
協
調
を
指し

嗾そ
う

し

た
が
、
王
毅
外
交
部
長
の
態
度
は

一
貫
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、

《（
１
）
朝
鮮
半
島
の
北
・
南
に
関

わ
ら
ず
、
ま
た
自
国
に
よ
る
製
造

あ
る
い
は
他
国
か
ら
の
導
入
配
備

に
関
わ
ら
ず
、
い
か
な
る
状
況
で

あ
っ
て
も
半
島
に
核
が
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
。（
２
）
武
力
に
よ
っ

て
問
題
を
解
決
し
て
は
な
ら
な

い
。
そ
う
な
れ
ば
半
島
に
戦
乱
を

引
き
起
こ
す
こ
と
に
な
り
、
中
国

は
こ
れ
を
認
め
な
い
。（
３
）
中

国
の
正
当
な
国
家
安
全
利
益
は
必

ず
効
果
的
に
保
護
・
保
障
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
》《
半
島
核
問

題
の
焦
点
は
米
朝
の
両
国
に
あ

る
。
わ
れ
わ
れ
は
米
朝
両
国
が
交

渉
の
席
に
着
く
よ
う
う
な
が
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
合
理
的
な
関
心
事
を

解
決
し
、
最
終
的
に
各
国
が
望
む

目
標
を
達
成
す
る
こ
と
を
望
ん
で

い
る
》（
人
民
網
日
本
語
版
二
月

十
四
日
付
「
王
毅
外
交
部
長
、
朝

鮮
の
核
問
題
に
つ
い
て
三
つ
の
ボ

ト
ム
ラ
イ
ン
を
発
表
」
よ
り
）。

こ
の
よ
う
に
中
国
の
朝
鮮
半
島
政

策
は
、
朝
米
が
朝
鮮
半
島
の
核
問

題
を
話
し
合
い
で
解
決
す
べ
き
だ

と
い
う
点
で
一
貫
し
て
い
る
。

日
米
韓
が
す
す
め
る
対
朝
鮮
「
制

裁
」
強
化
で
は
朝
鮮
半
島
の
核
問

題
は
な
に
ひ
と
つ
解
決
し
な
い
こ

と
は
、
二
〇
年
以
上
に
わ
た
っ
て

合
意
と
破
綻
を
繰
り
返
し
て
き
た

朝
米
交
渉
や
六
者
会
談
の
経
過
が

示
し
て
い
る
。「
北
朝
鮮
の
核
問

題
」
で
は
な
く
、
朝
鮮
戦
争
の
停

戦
以
降
、
朝
鮮
が
一
貫
し
て
主
張

し
て
い
る
朝
鮮
半
島
の
核
問
題
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解

決
の
た
め
に
、
核
保
有
の
当
事
者

で
あ
る
朝
米
当
局
が
話
し
合
い
の

場
に
つ
き
、
停
戦
協
定
を
平
和
協

定
に
替
え
る
交
渉
を
早
急
に
開
始

す
べ
き
で
あ
る
。

マ
ス
コ
ミ
は
ど
の
よ
う

に
報
じ
た
か

今
回
の
朝
鮮
の
人
工
衛
星
発
射
に

対
し
て
、
日
本
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア

が
横
な
ら
び
で
対
朝
鮮
「
制
裁
」

を
声
高
に
主
張
し
た
の
に
対
し
、

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
や
Ｐ
Ａ
Ｃ
３
の
配
備

で
準
戦
時
的
雰
囲
気
が
醸
し
出
さ

れ
た
沖
縄
で
発
行
す
る
『
琉
球
新

報
』
二
月
八
日
付
社
説
は
次
の
よ

う
に
主
張
し
た
。
い
わ
く
《
米
国

は
友
好
国
で
あ
る
中
国
に
圧
力
を

強
め
る
よ
う
求
め
続
け
な
が
ら
、

北
朝
鮮
と
の
対
話
を
閉
ざ
し
、
暴

走
の
一
因
に
な
っ
て
い
る
。
米
国

は
直
接
対
話
の
方
策
を
探
ら
ね
ば

な
ら
な
い
。
制
裁
強
化
一
辺
倒
に

映
る
日
本
も
米
国
に
対
話
を
促
す

べ
き
で
は
な
い
か
。
／
今
回
の
発

射
を
機
に
、
北
朝
鮮
の
核
を
抑
止

す
る
上
で
ほ
と
ん
ど
機
能
し
な
い

在
沖
米
軍
基
地
の
必
要
性
が
、
こ

と
さ
ら
強
調
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
》。
ま
た
『
朝
日

新
聞
』
二
月
八
日
付
も
美
根
慶

樹
・
元
日
朝
国
交
正
常
化
交
渉
政

府
代
表
に
取
材
し
て
、《
本
質
に

立
ち
返
り
、
北
朝
鮮
の
行
動
の
根

本
に
あ
る
問
題
に
メ
ス
を
入
れ
る

必
要
が
あ
る
。
具
体
的
に
は
１
９

５
３
年
以
来
、
休
戦
状
態
に
あ
る

朝
鮮
戦
争
の
終
結
に
つ
い
て
米
国

に
北
朝
鮮
と
の
交
渉
を
促
す
こ
と

だ
》
と
の
記
事
を
掲
載
し
た
。
こ

れ
ら
の
記
事
は
、
相
対
的
に
ま
と

も
な
反
応
で
あ
っ
た
。
と
り
わ
け

『
琉
球
新
報
』
が
準
戦
時
的
雰
囲

気
の
な
か
で
、
冷
静
さ
を
保
ち
こ

の
よ
う
な
社
説
を
出
し
た
こ
と
は

評
価
さ
れ
る
べ
き
だ
。

反
面
、《
政
府
は
３
月
に
安
全
保

障
関
連
法
を
施
行
す
る
。
集
団
的

自
衛
権
を
限
定
的
に
使
え
る
よ
う

に
な
る
ほ
か
、
米
軍
な
ど
へ
の
よ

り
本
格
的
な
後
方
支
援
も
可
能
に

な
る
。
朝
鮮
半
島
有
事
に
際
し
、

こ
の
法
律
に
基
づ
い
て
何
を
ど
こ

ま
で
や
る
の
か
。
検
討
を
急
い
で

ほ
し
い
》（『
日
本
経
済
新
聞
』
二

月
八
日
付
社
説
）
の
よ
う
な
安
倍

政
権
へ
の
幇ほ

う

間か
ん

記
事
も
あ
っ
た
。

わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
よ
う
な
違

憲
・
無
効
の
戦
争
法
と
朝
鮮
半
島

「
有
事
」
を
連
動
さ
せ
る
危
険
極

ま
る
主
張
を
断
固
排
撃
し
、
本
紙

前
号
に
つ
づ
き
再
度
主
張
す
る
。

《
問
題
の
核
心
は
「
朝
米
平
和
協

定
」
の
締
結
だ
。
二
〇
一
六
年
を

「
朝
米
平
和
協
定
」
締
結
の
国
際

的
機
運
を
高
め
る
年
と
す
べ
く
闘

っ
て
い
こ
う
》
と
。�【
土
松
克
典
】

日
米
韓
の
朝
鮮
敵
視
政
策
の
転
換
が
唯
一
の
解
決
策

朝
鮮
の
人
工
衛
星
発
射
と
マ
ス
コ
ミ
報
道

日本軍性奴隷制度の被害者を抜きにした日韓「合意」などあり得ない！（２月５日、外務省前での抗議行動／撮影＝米丸かさね　関連記事２面）

国
際
婦
人
デ
ー
３・５
東
京
集
会
へ
参
加
を

●
日
時　

３
月
５
日
㈯　

13
時
開
場　

13
時
30
分
開
会

●
場
所　

文
京
区
男
女
平
等
セ
ン
タ
ー
（
地
下
鉄
丸
の
内
線
・
大
江
戸
線「
本
郷
三
丁
目
」駅
下
車
徒
歩
５
分
）

●
資
料
代　

一
〇
〇
〇
円（
学
生
五
〇
〇
円
）

●
基
調
報
告　
「
進
行
す
る
総
動
員
体
制
と
女
性
の
た
た
か
い
」倉
田
智
恵
子（
集
会
実
行
委
員
）

●
そ
の
他
の
プ
ロ
グ
ラ
ム　

た
た
か
い
の
現
場
か
ら
の
報
告（「
慰
安
婦
」問
題
／
沖
縄
・
反
基
地
／
労
働
現
場
か
ら
）

た
た
か
い
の
中
で
生
ま
れ
た
歌 

※
集
会
終
了
後
デ
モ
行
進
を
し
ま
す
。


